
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地域、同業他社と共にゆく八戸酒造(株)の挑戦』 

 

どうしたら地域社会に根差した企業になれるか…。

『伝統を磨き、新たな時代を醸す』挑戦を、八戸酒造㈱

駒井氏の報告は創業三年目の弊社にとって、とても貴

重であり今現在取り組むことが出来ていない事への悔

しさと、まだまだやれることが沢山あるという勇気が沸

いてくるお話でした。 

その中でも同業他社と情報を共有、公開し質を高め

自社だけでなく業界全体を盛り上げていくという姿勢

や取り組みは、めまぐるしく変化していく時代を生きる

私達にとって業種問わず必要なことなのではないかと

考え、向き合う機会をいただきました。 

また、未利用素材だった酒粕を使った商品開発での

商品内容は凝り固まっている自分の思想を広げるきっ

かけとなりました。 

１０年、20 年後私達がどのように地域社会に貢献し、

その為に今何をするべきか…駒井氏の報告から学んだ

全てを吸収し活かせるよう取り組もうと思います。 

           記/(株)あかつき 店長 附田 繭子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『経 営指針創りからの自己改革 』 

 

突然訪れた事業継承、創業社長であるお父様の死、

債務の返済。様々な困難の末に会社を清算。もうあん

な思いは二度としたくない、怖かったという鹿内さん。

新しい社業を立ち上げ、奥様との出会い、同友会との

出会い。そして経営指針を創る会を受講。見えてきた沢

山の課題。見失っていた自社の軸とは何なのかを深く

考え、落とし込み、課題克服に挑戦した半年間。自分か

ら向き合う事で本音を引き出し、社員、家族の言葉を大

切にし、一つ一つ成功事例を作っていくことで、会社が

社員と共に目標に向かい成長していく。 

鹿内さんの自己改革の取り組みは、人との関わりで

あると強く感じました。人に支えてもらっているからこ

そ自分が生きていける。これまでも、これからも。人を

知ることで辛かった思いを克服し、社員と共に幸せへ

の実現に向かい、奥様への感謝と共に同友会の素晴ら

しさをフル活用している鹿内さん。沢山の学びをあり

がとうございました。 

記/(株)鈴木自動車工業 代表取締役社長 鈴木昌憲 

発行者／青森県中小企業家同友会 〒030-0931 青森市平新田字森越 12-28-2F 
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◆報告者◆ 

八戸酒造(株) 

専務取締役 

駒井 秀介 氏(八戸市) 

 

2019/6/25  参加 17 名 

◆報告者◆ 

SEVEN HORSE 

代表 

鹿内 史芳 氏(青森市) 

 

2019/6/27  参加 30 名 
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7/8 青森支部オリエンテーション    参加者 6名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/9 津軽支部ビア例会        参加者 17名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/18 青森支部ビア例会        参加者 42名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『人を活かすことと、地域貢献』 

 

(株)幸呼来さんの「仕組みが価値を生み出す」

というお話を聞いてすばらしいと思いました。 

 あまり布を使用することでリサイクルになり、

裂き織にして、伝統継承につなげる、その裂き織

は障がい者の人達と一緒につくり作品として販

売し業績も上げてきていることも、すごいです。 

石頭さんは、障がい者でも普通の人として接

しているとお話をされていました。 

その対応が職場の雰囲気をつくり、人の心を

豊かにしていき、大きな価値のある作品につな

がっているのだと思いました。結果がグッドデザ

インアワードにつながり、大手企業とのコラボ作

品となる。裂き織を南部鉄器と組合せたり、色合

いのステキなタペストリーに変化させたりとアイ

デアがすごい。石頭さんの行動力がなければ今

がないでしょう。自社も人を大切にし、地域貢献

をしていきたいです。 

      記/(有)静岡屋 専務取締役 金山和歌子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 下 北 の 魅 力 』 

 

  下北支部例会では(有)グラフ青森代表 下池

康一氏を迎え、「下北は魅力の宝庫」として取材

者の視点で語って頂きました。 

下池さんが幾度となく訪れた下北！！下北の継

承しつづける行事、ず～っと変わらない景勝地、

人の暖かさ、挑戦する人の多い下北ですが、ぜ

ひ「下北の魅力」をさがしに来て下さい。自分も

近くの高い場所を歩き、むつ湾を眺めるとほっ

と癒されます。今度は自分を意識して足を遠く

に運んでみようと思いました。 

「文化が育つと経済も育つ」「今日より明日が

良くなる様に働いて豊かに」と話され、自分自身

に勇気を頂きこれからも人を大切にコツコツと

仕事をしたいと思いました。 

何よりも今回の例会で参加してくれたゲスト

さんが会の会員に２人入会してくれた事に感謝

したいと思います。 

記/(有)河毛自動車整備工場 代表取締役 河毛 優子  

◆報告者◆ 

(株)幸呼来
さ っ こ ら

Japan 

代表取締役 

石頭 悦 氏(岩手県) 

2019/7/18  参加 22 名 

◆報告者◆ 

(有)グラフ青森 

代表取締役 

下池 康一 氏(青森市) 
 

2019/7/19  参加 22 名 
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2019/7/4～5 

『中同協定時総会を終えて』 

初参加の中同協定時総会は設立 

５０周年記念事業でもありました。 

全国から約千六百名の会員が参加し、 

とても学び深いものとなりました。 

１９ある分科会の中で「労使見解」を

テーマにした分科会に参加し、全国各地からの

会員さんと学んできました。企業づくりの根幹で

もある労使見解において、中同協発行の「働く環

境づくりの手引き」の意義・役割についての報告

と、働く環境づくりのための公正な取引関係の

実現の課題について。韓国政府の政策について

の報告がありました。指針書の中に働く環境づ

くり運動が入っているか。労使見解を知った上

で、公正な取引関係の実現への考え方などのテ

ーマでグループ討論。働く環境づくりの手引き

は指針の実践が目的であり、働く環境の改善で

はなく改革でなければならない。社員と一緒に

やって行かなければならない。 

そして実践運動として広げて 

行こう。熱い討論内容で上手く 

まとめられませんが、有意義な 

二日間を頂きました。 

 
 

記/(株)鈴木自動車工業 代表取締役社長 鈴木昌憲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月理事会報告   於：事務局 2019.6.4(火) 

１）報告事項 

●青森同友会の各種事業と全国行事について 

①第51回中同協定時総会 in東京 

●第 17期「経営指針を創る会」について 

●6月入退会報告 

２）審議事項 

●今後の全国行事等について 

 ①北海道・東北ブロック支部長・地区会長交流会 in 福島  

 ②第 6回経営労働問題全国交流会 in岩手 

 ③第 20回障がい者問題全国交流会 in滋賀 

●全県専門委員会の連携について 

●第 18回経営研究集会集会ついて 

●全県を挙げての会員増強について 

●第 10回地域活性化を担う企業展について 

●各支部、委員会からの報告 

 会員数 383名／入会2  退会 3社 

【次回開催日】2019年8月7日(水)14:00～/事務局会議室 
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